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　いわゆる幼な妻に死なれた四十六歳の質屋男が≒夜死体を前にし丈自分の

「考えを一点に集中」しようと努めている。主人公は妻とのかかわりの出発

点にさかのぼって相互間に起こったすべての出来事を点検していく。

　入質人として現れた女主人公の最初の印象は，「十四くらいにしか見えな

い，若いな，といった感じ。ところが，彼女はあと三ヵ月で十六であった。」

この時点で女は男にとつて特別の対象ではなぷいわば個体である。短い間

に彼にとって人格的な対象に転じた彼女を，男は「こころだての優しい，お

となしい女一〇na　dobra二ikrotka．ll．，と感じる。これが題名の由来である。

　彼はおとなしい女と結te，L，・ごく短期間に二人の間柄はすべての展開を終

え，いま彼は起こ・ったことρ総決算を行っている。作者ドスhlエ7スキーに

とって，主人公を描くとは，確固たる人物像を描くことではなくst自己意識

の総決算である。，すなわち主人公の自分自身と自分の世界についての最後の

言葉を求めていく。この自己意識の総決算を行う方法は，対位法による。ド

ストエフスキーにおいては対立矛盾を抜きにして主導的主人公のいかなる行

為も，思想も現れてこない＊＊。以下はその対位法の主な剛面を取り．出そうと

する試みである。

　　・；・・’・、’・Tt’i三　∫：∵：」丘　，二・1巳≒．『　；一㌔巳三；ド　1・：．1：一バ・：

　題名の語彙的意味から始め萢cゼー一’に…，・　　tt［　11t．　；：’．．．．一一　．『rY、
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題名の『焼 蝋烈興蛭（k8・tkij），とy’ぽ“L°VAR’
RUSSKOGO　JAZYKA：AKADE］液1テhとNAUk・SSSRらINSTITUT　RUS．

SKOGO　JAZYKA，1982という辞典によると，その第一義はNezlobivyj

であり，動詞zlovit’il・ら派生している。すなわち，日本語に置き換える

と，悪感情を抱かせる；憎悪させる，怒らせるという意味の動詞から派生し

た形容詞を否定形にしたものである。言うまでもなく，zlO〔悪〕が語幹で

ある。この語釈では，悪を否定すること，悪のアンチテーゼという意義が，

首座におかれていることが目につく。、

　このNezlobivyjの項にはまた，類義語としてnezlovnyj〔悪意のない，

害心のない，敵意をもたなし☆意地の悪くない，’毒々しくない〕が挙げられ

ている。　・t・”　い．㌘：二∴t、　，lf　I－・一三・　．、・

　同辞典の語釈は，’さらに⇔ぎの二つの意義を示し遷い；る。

　ustUPchivyjパラフtZ・一ズすれば，すく◆譲歩する，’卑下する，謙遜な，

　　　従順な。

　pokomyj同じく，（1）従順な，恭順な。（2）忍従する，無抵抗の。

　ドストエフスキーど同時代のVRADIMIR　DAL’：’TOLKOVYJ　SLO－

VA宮，1882では，　krbtkijはつぎあよ’うな含意の群れをも一つ。　　　㌧

　OCHELOV．　TIKHIJ　〔人物にういて〕（1）静かな，穏やかな。’（2｝おと

∴㌃なしい，・柔和な。∵1　　∵　　　　’．’　　　．　　’　　＾

fS・KROMNYJ（1）・控え目の，　L謙遜な，遠慮深い6（2）：質素な，’，’bちまし

い。　　　　　　　　　　　　　　　　、　・　　．　　　　　 　　　・

　SM【RENNYJ謙遜な，温順な，’柔和な。

　LJUBJASHCHIJ（1）→動詞LJUBIT’一愛する。（2）愛情；の深い；（特に

　　　VZGLJAD目付きについて）愛情のこもった，優しい。　　t’　t

　SNISKHADITEL’NYJ（1）寛容な，寛大な。（2）寛容らしくて横柄な。

　NE　VSPYL’CHIV，　YJ短気でない，怒り．易・やないC　∵一一’’”三

　2i6　　　　　　　　　　＿2＿



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『おとなしい女』の対位法（佐野）

ONEGNEVLIVYJ怒り易くない，短気でない。

　M・NOGOTERPELIVYJ　辛抱強い，我慢強い。　t／’・　t

　作者が，おとなしい女krotkajaという語をこの作品のタイトルにtたの

は，以上の辞書の語釈に示されたような一連の含意が，女主人公の性格に内

包されることを，読者に示唆したものと考えることができる。’

　しかし問題はそれだけでなく，おとなしい女という語をタイトルに掲げる

ことによって，その反対の意味への往復通路が同時的に開かれるという，ド

ストエフスキー独自の対位法についても考えなければならない。

　実際，語釈の反対物である，悪・zloの概念が女主人公の行為と、　morale的．

水準において照合するよう’な事柄を小説がら拾つてみる遊・鴨海ぎの1宙う涙犯

罪的行為とキリスト教徒としでの冒漬行為が挙げられ誌∵1］逗三ξ三・’一・L’7　J；t－：i

　（1）先祖伝来の聖母像め入質、『∴言・’仁90．∵ギド・ニン㌧ば．ぺ

　②将校エフィーモヴィ9ヂとの密会　　’ヂ‘ば弓「□㍉．・．；；t．t／1・，、t／t／’／／’

　（3）夫の射殺未遂　　　　　　　　　　．一　．T　　，

　④聖母像を抱いて自殺　・奄・．・○・已1三1’‘：　∵・・一主一　＼’掩

　この，悪どいう意味の水平に限ら尤上の語釈に並ぺられたまう癒，二・他の

多くの特性を表す一連の意味から照ら・し返して見るとぎも，「おとなしい女」

という語は，これらのさまざまな反対語との対位的関係〔言葉の広い意味で

のアンチノミー〕．に立つ。それは同時に，実体の表象としてそれちの反対語

と相互浸透を重ねる関係〔正反合〕にもある’eそうした複合的な含意をもつ

語として，’「おとなしい女」，は使われている。　’　　　　・一

　女主人公が，気位の高い，貧困に屈しなじ・，物を越えた観念世界を理解す

る人間であると見ることは，工読者にとって異存ないことだ。さりとて彼女は

男主人公のレプリカには程遠い。彼女は屈辱への報復をピストルによって果

たそうとするなど，男主火公の特性のアXチテーゼを増幅した形で担わされ

た。・癒して形象老じての六間臭を欠落させた。
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　『おとなしい女』は，ドストエフスキーの他の作品にもまして，観念の図

式を展示することに終始するような作品だが，それにもかかわらず，形象と

してもなお読者の関心を外らさないだけの内容をもって追って来る。その働

きかけは作品の芸事の内容によるというよりはむしろ，論理的思考のしなや

かさと緩急自在による。その思想的な構想に見えるものは，テーゼとアンチ

テーゼ相互間の対位法への作者の関心である。

2

　ここで第一章の筋立て（梗概）を取り出してみよう。

　（1）女主人公は困窮の極限にあった。男主人公は女を，事実，「醜悪な状

態から引き出してやった。」彼は解放者の意識を内心もつが，そのふりはし

ない。こうした対等でない者の間の贈与行為〔貸付金の水増し〕に結婚がか

らむ。女はどこへも行き場がないが，さりとてこの男が唯一の選択ではな

い。

　男主人公は「最上の甘い熱情」presladostrastnaja　mysl’に浸り，四十一

歳vs十六歳というアンバランスに極度の甘さを感じるochen’sladostno。

ドストエフスキー的としか言いようがない対位法である。

　②　結婚当初，女は「愛をもってとびついてきた。」毎晩夢中で夫を迎え，

「胱惚たらしめるような罪悪を含まない子供言葉で」ocharovatel’nym　lepe－

tom　nevinnosti身の上話をした〔1－3〕。彼女の自分への愛について男主人公

は確信を抱き，女は愛する者の悪徳すら崇めるものだと彼は考える。

　しかしそのように夢中になる彼女に対して男主人公がとった態度は，これ

に水をかけ，沈黙をもって答えることだった。

　実はそれが男主人公の企画であり，企画は一つのシステムをつくってい

る。女にとって男は一個の謎となる。ドストエフスキーの謎の問題である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『おとなしい女』の対位法（佐野）

考えているeとを口に出ぴ亡言ケめぱジ恐ち七：ぐ愚劣であるし，：恥ずかしい

一

ごとだと彼は思う。…一ジ㍉　≡い＾s‘：パi言1：’i　t”［’”∵　　t：‘ぺ∵

　この一見プロメテウス的なテーゼが一方で彼を思想的に支えている・〈崩れ

るまで）。

　㈲　男にはロシアの将校社会から「侮辱に満ち｛た沈黙をもって排斥され

た」という恨みと，再起問題がある。入質人として現れた女主人公が初めて

言う言葉は，「社会に復讐していらっしゃるのね」であった。

　排斥されたのは，男主人公が決闘を拒否し，連隊の将校らがとれ1に臆病者

という宣告を下したことに端を発した。「私のあんたらに対する熱烈な衝動

に対して，あんたらは私の生涯にわたる侮辱で答えた6」そもそも男主人公

’ は些細な事件にひっかけて決闘することを示唆された。［これに対して，彼

は，・自ら侮辱を感：じていないのに応じる訳にいかないと答完だ。∴「横暴に反

対の行動をとっていっさいの結果を甘んじて受けることが，決闘よりはるか

に勇気を示すことになるんだと考えた。」彼は連隊を追われて，質屋を開業

する。そしていま，女主人公から銃ロを向けちれる羽目に陥った。彼はそれ

に耐えてみせることによって，自己主張を貫徹し，女主人公に「勝利する。」

それによって自己に向けられた侮辱をぬぐい去ったと考える。・

　再起のために選んだ金貸し稼業についても，男主人公にはコンプレックス

がついて回る。（質屋通いはドストエフスキー自身にも生涯ついて回った

が）。「若い連中は金を軽蔑する」という観念が男主人公の頭に主旋律として

奏でられている。彼らは寛大で衝動的，忍耐力がなく，金に軽蔑を抱く。そ

のような寛大さvelikodushieは生活の苦労もなく得られたものだから，な

んの値打もない，と。こういった金観念に対するアンチテーゼが男主人公の

金に対する姿勢である6，、そ栽は当時興隆期にあつたロシア資本主義への人び

との適念の≒っであらたかもtれないC彼は「生涯にわたる侮辱」への報復
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’とし恋一三万ル、一プリ達成の企画を立てる6「三万ルrプヅでグリ・ミァにぶ

ど5，園を得て，一生を全うする権利がある」と彼は自分に向かつてパまた誰

か分からない人に向かりて黙って叫ぶ（妻には告げない）。その実行のため

には，金貸し稼業を肯定するよう一なアンチテーゼを成立させなければな．らな

い。業務には「厳格に」取り組まねばならない。これに対して女主人公は

「たちのよくない微笑」を浮かべて批判者として立ち現れる。しかし彼女が

「決闘後」病床に伏したのち，男主人公は徐タに折れて出るよケになる。’

　　　　　　　　　　　　　　　　”・　ttt　　：一∵：ミ1，，’　、　　〇三　　、’

　ω　男主人公は叫ぶ（本文からの抜粋）器ゼJl，／K’；こ「二，mロビ㌧・－1

　　私を裁くなら事情を聞いてくれ庄3ヨ己三☆・謡、！、∠レ㌦己与Lt㌦

　　地上の真実とはなんと恐ろしいものが。☆1；二一パエ　c自，．；力，・添。ゴs

　　あの魅力的なおとなしい女，、あの青空のような女，’あれが暴君だTDたと

　　は。’　1・t・t’・　　　　　　…　　　　tt，1レ　・　　　　　　一㍑’パ’ゴ

　1私が愛していなかった一と誰が言えるのか。、

　　運命と自然の意地の悪いアイロニーがそこに生じたのfio・

　　人間の生活は呪われている，おのれ◎生活はどぐに呪われている∂．

　　私はいまになって，そこに，何ごとか私に間違いがあったことが分かる。

　　何がしらそこに食い違いがあウたのだ庄ぎ．｝漣嚢ぴぷ違主三wパ’ぷ・¶

　以上が簾≒璋麺梗概であ1る茜、．「、　　　　　　　　　一’㍗・、1∵．，

　．．・・一　…・一∵　　　　　　　一ピ：㌧　一パ・呂○、

芸第栖劇二駈⑪ごは「いがなミる表聞璽私磨あつたのか，・いかなる人間で彼女

宴㊧あ31充の滅緋K土Of　by1寸a．i　ktO三byla　Onaと陪、う邸・ささか大仰なタきでき下Zレ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『おとなしい女』の対位法（佐野）

がついている61これは過去形の問いであり，・したがらてのちの転換が示唆さ

れでいる∵・　　ピ　　t・　t　　　1

　男主人公の特性は孤独，不適応性。ドストエプスキーほ，’主人公を根深い

ヒポコンドリー症の患者と言っている。彼は自分について「私は黙って語る

名人だ，私は生涯黙って話してきたし，自分一人で黙っていろんな悲劇を生

きてきた」と言う〔1・－3〕。要するに過剰な自問自答が彼の特徴である。

　男のもう一つの特性は，高度の西欧的教育を受けた人間として，自己の知

的判断と考えるところを他に譲歩しないことであるく決闘の判断と質店稼

業，生活企画と他者への黙秘）。両方の結果としで，N’ei社会からも，おと

なしい女からも排除される。

　作者はこの作品の形式が空想的であることを強調している。すなわち女主

大公にかかわる経緯が，細大漏らさず，その全期間について，テーブルに乗

せた女を前にして，リアルタイムで語られるという形式が空想的だというの

である。しかし空想的なものは形式に限られない。延々と繰り広げられる自

問自答自体もまた，主人公自身にもなぜか分からずにその内容が空想的なの

である。

　「いかなる入間で私はあらたのか」という問いに対して，あたかも歴史的，

記録的実体を忠実になぞっていくかのように，男は過去の出来事を彼なりに

叙述する。しかし実は，これは主人公男の観念の推移を綴ったものである6

文中には，・女の直接話法の形をとった発言もわずかながら見られるが，もし

死んだ女が同様の企でをしたなら，どこかで重なりあいながらもまったく別

めストニリーができただろう。

　作者の提出した作品のテーマ，すなわち思想的課題はつぎのようなもので

ある。

〒 「彼はすこしずつ実際庭問題替自葺庭明らがにしでいって，“思想を一点に

集中”していぶ彼にま’著滝呼び起こされた己連の思い出が，bいに彼を否
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応なく真実へ〔kpravde〕と導いてくる。そして真実は必然的に彼の知恵

〔um〕とこころ〔serdtse〕を高めていく。終わりに近づくにしたがって，

物語の調子までが無秩序な冒頭と比較して変わってくる。真理〔istina〕は

不幸な男の眼前にかなりはっきり，決定的に展開されるのだ，少なくとも彼

にとっては。」

　このテーマの具体的内容を取り出してみよう。

　1－1のタイトル「どのような人間で彼はあったか」という問い。

　これに対する質屋男自身の答えは，悪魔メフィストフェレスの自己紹介の

言葉を借りている。ゲーテの戯曲『ファウスト』において，ファウストが

「……では君は何者だ」と問うのに対してメフィストフェレスは，

　「常に悪を欲して，しかも常に善を成す，あの力の一部分です」Ein　teil

von　jener　Kraft，　Die　stets　das　B6se　will　und　stets　das　Gute　schafft．と

答える。

　メフィストフェレスは「常に否定するところの霊」を自称していて，人間

が罪だとか破壊だとか呼んでいるものの本領であるという。彼はさらに正確

を期して言い直す。「人間という馬鹿げた小宇宙は，通常自分を全体だと思

いこんでいますがね，私は，初めは一切であったところの部分の，そのまた

　　　　　　　　　　やみ
部分です。光を生んだ闇の一部分なんです。高慢ちきな光は，今や母なる闇

を相手に，古い地位と空間を争っていますが，うまくいきゃしません。どん

なにもがいたって，光は物体にくっついたまま離れないからです。光は物体

から流れ出て，物体を美しく見せますが，しかし物体は光の進路をさえぎる

んです。だからたぶん遠からずして光は，物体と共に滅びるでしょうよ。」

（相良守峯訳）

『おとなしい女』において質屋男の言葉はこうである。

「私はね，悪をなすことを欲して，しかも善を創り出す，全体の，かの部
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’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『おとなしい女』の対位法（佐野）

分の弓部分なんです。」Ja．、，．ja・esm’：i　・chast’toj　chasti　tserogo，　kotoraja

khQchet：delat’Fzlo，l　a，tvorit　dobrO．・．．J

　この「全体の，かの部分の一部分」という，質屋男の言葉は，上に引い

た，メフィストフェレスが自己をより正確に規定し直した言葉に倣ってい

る。「私は，初めは一切であったところの部分の，・そのま．た部分です。光を

　　　やみ
生んだ闇の一部分」なのだという。これは闇こそが宇宙の源泉であり，その

闇がいまなお主座であるという主張である。創世記に由来するこの視点から

メフィズトフェレスは光を見下げる。自らを主張するためには対立物を超克

するこ、とが必要であるt。　　　一　　　　．・

　質屋男は闇がおのれのテーゼであるかのように，メフィストフェレスを気

取って引用した。それは，半ばメフィストフェレスが乗り移つたつもりの自

分と，質屋稼業を嫌悪している自分の心情を女に伝えたいがために，この言

葉をシニカルな口調で援用したという面と，両面があるだろう。

　『ファウスト』のメフィストフェレスなる闇の霊は定言命令に従うのみで

あり，彼にとってファウストの「二つの魂」は不可解である。この悪魔は，

常に否定するところの霊という自己の本領から一歩も踏み出すことはない。

彼が人間を見る目は絶対的である＊＊＊。

　これに対置するものとして，ドストエヲスキーはそこから「闇対光制度」・

と仮称できるような体系を別に構想した。そこにおいては，闇の中に内包さ

れる「凡庸」なる概念が，まったく論理的脈絡を違えたアソチテーゼとして

出現したはずである。それは実体としての母なる闇，大地であり，凡庸であ

る。対照される光とは当時の西欧合理主義（本文中のJ．S．ミルのような）

だろう。

　それが，女主人公のあの最後の言葉に動揺して男が到達するアンチテーゼ

である。，男はいじめの世界の敗退者である。彼は西欧的知性制度からの脱退

者でもあり，のちにそれに対して反逆を始める。半ば偽悪的に自問自答を執

拗に続ける男は，実は咋膓碓スートヲェレスの真似事をするだけの精神力を自
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ら：に備躍て婚ないδこ、のことをい年若い妻の死から思い知らされるこ；とにな

るが，やり直そうにも遅かった。とい、う・ま刃ピやり直すごとは本来できな

い。

　それでも男は切り抜けていく。彼はロシア社会の旧習が自ずから行為に現

れ出たような形で妻の足元の土に接吻し，拝脆する。それは物語の外面的な

筋立てである。・彼はこの衝撃から自己を「理解する」契機を掴んだ。

　幼な妻は，若さと，’人真似であると男から言われるところの寛大さを最犬

限に駆使して，難物男に対処しようとしただろう。Lしかし彼女には「理解」

は無理だったのか。それは書かれていない。ただ「理解していない上人間か

ら発せられる「理解した」ふりをする態度というものについて，・’男主人公が

不信と不快感を商⑳壌遼る様予は重ねで強調さ渦ている。いわゆる確信的な

るものに対じ；て疑惑め目を向ける世界であるピそれが両者の間に挟営れでい

る。　　　、　‘　t，／tt∴　　，／　　’　　　・・　　　　　　　　r・　．lr　　・k－　　・　’　　・　　一

　　口≡　　．、1：・t’t・／，’湾誤溶’ぺ．，1　　　　∫，：’：・　　　　　　　’1・：

）”男主人公は；女主人公が男の旧知の将校と密会する．のを盗聴して帰宅，．

夜，こ：報復のだめにピストルをこめかみに押しつけできた女と⑳、「決闘に勝

利」す：る。結婚は解消さ1れ，彼女は「打ち負かされだが；1許されなかった。」

1男はこの勝利から満足を得た。．それは，つぎのこどが達成されたと彼が思

ったことに｝，よる。・・1　　0・　　　　　　’∵パ　…　　一．t－

　（1）’過去の，男を臆病者と宣告した将校世界でめ屈辱に対して，彼一流の

決闘の論理を貫徹させることによって，完全に復讐した。　　　　　　　《

　（2）唯一の親友ど1彼が勝手に決めた女主人公が，危うく敵に加担するかに

見えたが，その危機にさじ・して自分が臆病者ではないことを彼女に証明する

ごどができた。i1／1　i’lfi　r’t　l：ポ・三｝弓・．．一・1　．　　・　　『r　、・

ξ1㈲．蒜ち負かされ，’卑■紗ちれ，」・圧しひしがれた彼女た，彼は「悩ましい
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までに憐欄を感じることがあうた。」にもかかわらず，「彼女が卑しめられた

という観念ideja　ob　ee　unizhenii，このようにわれわれの間が対等ではない

という観念idej　a　etogo　neravenstova　nashegoが気に入った。」

　女は男の意識によって，自分の意欲のすべてを剥奪され，六週間の病床に

つく。・

　ところがこの間に，彼にとって女主人公｛ま，逆転して，空想の中の未来の

希望のすべてに転じていくのである。・男は貧しい女に質草無レに金を与えた

り，債務を許したりし始める。しかし彼女に対しては，彼は勝ち誇ってい

て，、勝ったという意識だけで少な’ぐとも当初は十分満足であった。

　春，男主人公の目隠しをしていた垂れ幕が落ちた。それが知性を盲目にし

ていることを，彼は気づかなかった。医師が診察にきて帰つたあと，・病気で

はない女主人公は「私はまったく，まったく健康です」と言って急に顔を赤

くした。男主人公はその，、一顔を赤らめfeことを，おとなしいkrotkijという

語のr．つの含意である従順，謙虚．　smirenieという性質のせいにしてしまっ

た。それは差恥であるには違いないが，すでに離婚状態になっている男が，

いまなお夫・nastojashchij　muzhであるかのように「彼女を気遣うことが彼

女にとって恥ずかしかったQだ」と，男は言う。そして思い違いに気づかな

かったのは，覆い布，一垂れ幕pelepaのせいであった，と．〔2－2〕。

　「その幕が突然ばたりと落ちて，私は急に目が開き，いっさいを理解した。

それは偶然だったのか，あるいはそうした時期が到来したのか，それとも太

陽の光線が私のにぶった知性の中に，思考と推察の火を点じてくれたのか？

いや，そこには思考も推察もなかった。」〔2－1〕

　ζの型のドストエフスキ＝の主人公〔ドミートリ，ラスコ　一一リニコフ〕は

知的な推論によつてアンチテ三ゼに行き着くよりは，むしろ，自ずからそこ

に感じられたものとして行き先がふと生じるのであるb［不意に一つの血管

が，．死に瀕していた血管φぐ；ら震えだして生き返り，鈍くなっていた私の魂
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と，口私の悪魔的な慢心を照ちしだし売のである6・・，・私はそのとき；、急に飛び上

ちゐばがりだりた。」，ゴい；一・”・　・二ふ；・1・・に1　’

　傲慢の夢から覚めかけたとはいえ，なお男主人公は空想の世界を漂ってい

ることに変わりはない。覚醒のぎっかけを彼に与えるのは，「歌そのものま

で病気しているような」女主人公の小声で歌う歌であった。「それは恐ろし

い，奇妙な，1病的な，ほとんど復讐的mstiter　noeともいうべき驚きであ

った。」男主人公は自分がいるところで女が歌を歌ったことに感激する。そ

こから彼の「歓喜」vostorgが誘発され，悲劇的なフィナーレへ向かう。

　まさにこのアンチテーゼの取り出し方が，’ドストFフスキー的な対位法に

他ならない。メフィストフェレスを気取っていた質屋男は，異なる水平に属

する闇に，凡庸の世界というもの淀，ρづまり普通の人間世界に，目が開くと

いうのである。「そこには思考も推察もなかった」という状態をいかに導入

し，生命を鼓吹するかということに，小説の成否はかかっている。

　物語としての見せ場は，この女の歌と，男の激情が開放されるくだりであ

る。とはいえ，空想に耽る人間が勝手な思い入れから虚脱した女性に強引に

迫っていくというのは，’目をそむけたくなる喜劇と言うより他ない。彼はロ

シアの伝統に従って地面（床）’に接吻する。女のロから無意識に「あなたが

私をそのまま放っておいて頂けるもめとばかり思ってましたのに」という文

字通り「最後の言葉」カζ洩れる。女は生きでいく望みをまったく失ったと告

げたのである。一方，男にとってその言葉は「いっさいを説明した」。男は

ここからつぎの段階（ブー・ローニュへ）を上っていき，ルケーリヤに向かっ

て「あすはまったく別なことが始まるのだ」と言う。

　覆いが一枚取れたことによって不幸な男の目に凡庸の世界が見えだしたこ

とが，読者にとらての筋立てである。彼カミその中で生きるのは，この先の長

い行程である。それまり前に女は去る。その底辺に「運命と自然の意地の悪

いテイロニー」が横たわるC

‘作者め内意どしてゐ原理的デーマは，短編あ形式上i／大展開を見せている
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と言えない。しかし，「いま彼は（1）自分自身に話しかけているかと思うと，

今度はまた（2）目に見えない聴き手や，（3）なにか裁判官のようなものに話

しかける」（まえがき）という作者の問題の領域設定から考え直すと，もっと

大きなテーマを論じたものと見るべきなのかも知れない。

　生活のあるところには，侮辱と報復，愛憎，善悪，高慢と臆病，傲慢と凡

庸，全と無というような二項対立の相互間，あるいは斜横断の対位法は果て

しなく続く。すなわちpro　et　contra〔二律背反＝同等の権利をもって主張

されるテーゼとアンチテーゼの決闘〕は，限りなく続くのである。ここで

は，おとなしい女krotkajaという，小説の題に選ぽれた語そのものが，そ

れらのテーゼとアンチテーゼの複雑な組合せを体現し，躍動し続ける。

5

……私だって彼女が担いで行かれねぽならぬくらい，分かっているさ。私

は気が違っていないし，今はうわごとを言っているのじゃ決してない。逆

だ。こんなに知性が輝いていたことは，これまでになかったのだ。だが，

またもや家に誰もいなくなる，またもや二つの部屋，またもや私一人と質

物だけ。うわごと，うおごと，あれはうわごとだった。彼女を，私が苦し

めたのは　　それなんだ。

　質屋男は自分もまたその束縛の中にいた西欧的知性の枠を破って，その外

へ出ようとする。彼のもっとも自負するものの一つであった，教育のある男

の殻を割って出る。彼は裁判官に向かって叫ぶ。「おれに言うことを聞かせ

るような力が，いま，おまえのどこにあると言うんだ？　なんのために，闇

の凡庸が，何にもまして高貴なものを打ち砕いてしまったのだ？　おまえた

ちの法などいまの私にとって何になるか？　おれはおまえたちから絶縁する

ぞ。」
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　い響しない裁判官べ向がつて真ら向から言い返すごとカミ，1いまや彼のダ1；死

んだ妻への∴愛め言葉である〔ま：あ破れがぶれだが〕よ女はそめ男の言葉を

受け入れるための余地を，男によってすぺて押しつぶされた状態に追い込ま

れて，死んだのだった。そしてその女は男の亜流でもある〔新しい傾向〕。

女に希望を抱かせていたものは，女の若さであった。「うわごと，うおごと，

あれはうわごとだらた。彼女を，私が苦しめたのは一それなんだ。」女は

男に先行して反乱した，「男に対して。悲劇は時間〔主観〕のずれである。

　男は闇の中に内包される凡庸mrachnaja’kosnost’の原初に思いを致す6

それはロシアの闇である。それは目の前に，死人となって横たわっている。

遅蒔きながら彼は叫ぶ。こ5して勇め二人芝居は悲劇であり，かつヴォード

ヴィルである。

　合唱席から作者ドストエフスキーが進みでて，彼め師ゴーゴリに習って、

幕切れの歌を一節，独唱してみせる……

． 〔人間の〕凡庸さ！　それが自然なのざ！地上の人間たちはばらばら，

これが不幸なんだ！’「ごの野に生き残った者ほいないのか？」と，かつて

ロシア勇士｝ま叫んだ。一勇士ではないが，私も叫ぶ。ところが誰も答えな

い。太陽は万物に生命を与えるそうだね。太陽が上らだら，見なさい，太

陽は死んでいるじゃないか。何もかも死んでいる，いたるところ死人ぼか

りだ。たまに人がばらばち，・だが，そこシこは沈黙があるだけだ。地上とは

とんなもんだ。「人ぴとよ；互L　・’　ec愛し合いなさい。」誰がこんなことを言

いました？　誰の遺訓でしょう，これは？……

　KosnoSt’rO，　priroda　1　Ljudi「na　Zemle　odni－vot　beda！《Est，1ゴv

’ pol・e，’2hiV：（蓋6島◇ek？》二三kfichit　f直§skij・60gatyr・．　Krichu　i　ja，　ne　l　bdg缶

tyr’，　i　nikto　ne　otkfikaetsla　Govbrjat，　somtse　zhivit　vSelennuju　Vz6－
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『おとなしい女』の対位法（佐野）

jdet　sorntse　i－posmotrite　na　nego，　razve　ono　ne　mertvets？Vse

mertvo，　i　vsyudu　mertvetsy．

　Odni　toPko　lyudi，　a　krugom　nikh　molchanie－vot　zemlya！《Ljudi，

lyubite　drug　druga》－kto　eto　skazal？　chej　eto　zavet？
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